
診療ガイドライン

対象

介入

対照

エビデンス総体

アウトカム
研究デ
ザイン/
研究数

バイ
アス
リス
ク*

非一
貫性
*

不精
確*

非直
接性
*

その
他(出
版バ
イア
スな
ど)*

上昇
要因
(観察
研
究)*

対照
群分
母

対照
群分
子

(％)
介入
群分
母

介入
群分
子

(％)

効果
指標
(種
類)

効果
指標
統合
値

信頼区間
エビデ
ンスの
強さ**

重要
性***

コメント

DFS RCT/2 0 0 0 0 0 0 5541 1683 5551 1592 HR 0.89 0.83, 0.95 強(A) 9
EBCTCGによる解析も
参考に添付

OS RCT/2 0 0 0 0 0 0 5541 1683 5551 1592 HR 0.93 0.86, 1.01 強(A) 8

Toxicity RCT/2 0 0 0 0 0 0 5541 1683 5551 1592 HR 7
表は参考用です。定性
レビュー参照ください。

cost 0 3

リスク人数（アウトカム率）

コメント（該当するセルに記入）

【4-7　評価シート　エビデンス総体】

乳癌診療ガイドライン

閉経後ホルモン受容体陽性術後乳がん エビデンスの強さはRCTは"強（A）"からスタート、観察研究は弱（C）からスタート
* 各ドメインは"高（-2）"、"中/疑い（-1）"、"低（0）"の3段階
** エビデンスの強さは"強（A）"、"中（B）"、"弱（C）"、"非常に弱（D）"の4段階
*** 重要性はアウトカムの重要性（1～9）

アロマターゼ阻害薬

タモキシフェン







診療ガイドライン

対象

介入

対照

エビデンス総体

アウトカム
研究デ
ザイン/
研究数

バイ
アス
リス
ク*

非一
貫性
*

不精
確*

非直
接性
*

その
他(出
版バ
イア
スな
ど)*

上昇
要因
(観察
研
究)*

対照
群分
母

対照
群分
子

(％)
介入
群分
母

介入
群分
子

(％)

効果
指標
(種
類)

効果
指標
統合
値

信頼区間
エビデ
ンスの
強さ**

重要
性***

コメント

DFS
RCT/3、メ
タアナリシ
ス/1

0 0 0 0 0 0 7157 844 6276 576 HR 0.77 0.71, 0.83 強(A) 9

OS
RCT/3、メ
タアナリシ
ス/2

0 0 0 0 0 0 7157 844 6276 576 HR 0.79 0.72, 0.88 強(A) 8

Toxicity
RCT/3、メ
タアナリシ
ス/3

0 0 0 0 0 0 7157 844 6276 576 7
定性レビュー参
照ください。

cost 0 3

リスク人数（アウトカム率）

コメント（該当するセルに記入）

【4-7　評価シート　エビデンス総体】

乳癌診療ガイドライン

閉経後ホルモン受容体陽性術後乳がん
エビデンスの強さはRCTは"強（A）"からスタート、観察研究は弱（C）からスタート
* 各ドメインは"高（-2）"、"中/疑い（-1）"、"低（0）"の3段階
** エビデンスの強さは"強（A）"、"中（B）"、"弱（C）"、"非常に弱（D）"の4段階
*** 重要性はアウトカムの重要性（1～9）

タモキシフェン2～3年→アロマターゼ阻害
薬へ切り替えて合計5年

タモキシフェン







診療ガイドライン

対象

介入

対照

エビデンス総体

アウトカム
研究デ
ザイン/
研究数

バイ
アス
リス
ク*

非一
貫性
*

不精
確*

非直
接性
*

その
他(出
版バ
イア
スな
ど)*

上昇
要因
(観察
研
究)*

対照
群分
母

対照
群分
子

(％)
介入
群分
母

介入
群分
子

(％)

効果
指標
(種
類)

効果
指標
統合
値

信頼区間
エビデ
ンスの
強さ**

重要
性***

コメント

DFS
メタアナ
リシス

0 0 0 0 0 0 48876 2218 56747 1653 HR 0.61 0.50, 0.75 強(A) 9

OS
メタアナ
リシス

0 0 0 0 0 0 48876 56747 HR 0.78 0.74, 0.83 強(A) 8

Toxicity
メタアナ
リシス

0 0 0 0 0 0 48876 56747 7
定性レビュー参
照ください。

cost 0 3

リスク人数（アウトカム率）

コメント（該当するセルに記入）

【4-7　評価シート　エビデンス総体】

乳癌診療ガイドライン

閉経後ホルモン受容体陽性術後乳がん エビデンスの強さはRCTは"強（A）"からスタート、観察研究は弱（C）からスタート
* 各ドメインは"高（-2）"、"中/疑い（-1）"、"低（0）"の3段階
** エビデンスの強さは"強（A）"、"中（B）"、"弱（C）"、"非常に弱（D）"の4段階
*** 重要性はアウトカムの重要性（1～9）

タモキシフェン

経過観察





診療ガイドライン

対象

介入

対照

エビデンス総体

アウトカム
研究デザイ
ン/研究数

バイ
アス
リス
ク*

非一
貫性
*

不精
確*

非直
接性
*

その
他(出
版バ
イア
スな
ど)*

上昇
要因
(観察
研
究)*

対照
群分
母

対照
群分
子

(％)
介入
群分
母

介入
群分
子

(％)

効果
指標
(種
類)

効果
指標
統合
値

信頼区間
エビデ
ンスの
強さ**

重要
性***

コメント

DFS
メタアナリシ
ス/1

0 0 0 -1 0 0 1546 236 1540 248 HR 0.96 0.76, 1.21 弱(C) 9
非直接性は、閉
経後に限ったた
め

OS
メタアナリシ
ス/1

0 0 0 -1 0 0 1546 1540 HR 0.9 0.65, 1.24 弱(C) 8

Toxicity
メタアナリシ
ス/1

0 0 0 -1 0 0 1546 1540 HR 7
定性レビューも
参照ください。

cost 0 3

リスク人数（アウトカム率）

コメント（該当するセルに記入）

【4-7　評価シート　エビデンス総体】

乳癌診療ガイドライン

閉経後ホルモン受容体陽性術後乳がん エビデンスの強さはRCTは"強（A）"からスタート、観察研究は弱（C）からスタート
* 各ドメインは"高（-2）"、"中/疑い（-1）"、"低（0）"の3段階
** エビデンスの強さは"強（A）"、"中（B）"、"弱（C）"、"非常に弱（D）"の4段階
*** 重要性はアウトカムの重要性（1～9）

トレミフェン

タモキシフェン







診療ガイドライン

対象

介入

対照

エビデンス総体

アウトカム
研究デ
ザイン/
研究数

バイ
アス
リス
ク*

非一
貫性
*

不精
確*

非直
接性
*

その
他(出
版バ
イア
スな
ど)*

上昇
要因
(観察
研
究)*

対照
群分
母

対照
群分
子

(％)
介入
群分
母

介入
群分
子

(％)

効果
指標
(種
類)

効果
指標
統合
値

信頼区間
エビデ
ンスの
強さ**

重要
性***

コメント

DFS RCT/1 0 0 0 -1 0 0 1546 236 1540 248 HR 0.96 0.76, 1.21 中(B) 9

OS RCT/1 0 0 0 -1 0 0 1546 1540 HR 0.9 0.65, 1.24 中(B) 8

Toxicity 0 7
定性レビュー参照く
ださい。

cost 0 3

リスク人数（アウトカム率）

コメント（該当するセルに記入）

【4-7　評価シート　エビデンス総体】

乳癌診療ガイドライン

閉経後ホルモン受容体陽性術後乳がん エビデンスの強さはRCTは"強（A）"からスタート、観察研究は弱（C）からスタート
* 各ドメインは"高（-2）"、"中/疑い（-1）"、"低（0）"の3段階
** エビデンスの強さは"強（A）"、"中（B）"、"弱（C）"、"非常に弱（D）"の4段階
*** 重要性はアウトカムの重要性（1～9）

レトロゾール→タモキシフェン

レトロゾール
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